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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２剤型の染毛剤における第１剤であって、ポリオキシエチレンと炭素数１２～２５の高
級脂肪族アルコールとのエーテルであるポリオキシエチレン型非イオン界面活性剤および
アルキル鎖部分の炭素数が１～４であるジエチレングリコールモノアルキルエーテルを含
有し、２５℃における粘度が１～１０００ｃｐｓであることを特徴とする液体式染毛剤第
１剤組成物。
【請求項２】
　更に分岐状炭化水素鎖を有する高級アルコールを配合する請求項１記載の液体式染毛剤
第１剤組成物。
【請求項３】
　ジエチレングリコールモノアルキルエーテルがジエチレングリコールモノエチルエーテ
ルであることを特徴とする請求項１～２のいずれか１項に記載の液体式染毛剤第１剤組成
物。
【請求項４】
　ポリオキシエチレン型非イオン界面活性剤が、分岐アルキル基を有するポリオキシエチ
レンアルキルエーテルであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の液体
式染毛剤第１剤組成物。
【請求項５】
　引火点が８０℃以上であることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の液体
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式染毛剤第１剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は液体式染毛剤組成物に関するもので、詳しくは、不快臭が少なく、染毛力及び地
肌の汚れ落ちに優れ、さらに組成物の引火点を高く設定することができる液体式染毛剤第
１剤組成物に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より染毛剤としては、酸化染料中間体を含有する第１剤と、酸化剤を含有する第２剤
よりなる二剤型の酸化染毛剤が広く利用されている。この染毛剤は無色の低分子の酸化染
料中間体を毛髪中に浸透させ、毛髪の中で酸化重合を行なわせることにより色素を生成さ
せ染着させるものである。これらの酸化染毛剤は要望に応じた種々の色調に毛髪を染色す
ることができる。
【０００３】
剤型としては、液状、ゲル状、クリーム状およびエアゾールムース状など様々な形態がと
られている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述した種々の形態の内、近年はクリーム状の染毛剤が主流になりつつあるが、クリーム
状の製品は粘度が高いため、ショートヘアへの適用には向いているものの、長い髪に適用
するには、液状染毛剤が優れている。
【０００５】
液体式染毛剤第１剤は、主に高級脂肪酸、非イオン性界面活性剤、アルカリ剤及び水から
なる基剤に、各種染料を溶解させた組成物である。この組成物は、界面活性剤と水により
ゲルを形成し、第２剤との混合性を悪くする。最も理想的な形態は、第１剤が液状で第２
剤との混合が容易であり、しかも、混合によってゲルを形成し増粘するというものである
。そこで、第１剤のゲル化を抑制するために、通常、第１剤中には多量の１価低級アルコ
ールが配合され、水分は少量に抑えられている。そしてこれに、過酸化水素と多量の水分
からなる第２剤を混合すると、１価低級アルコールの濃度が低くなるためそのゲル化抑制
効果が弱まり、一方で、第１剤中の界面活性剤と第２剤中の水分の作用によりゲル化が起
こり、増粘するのである。
【０００６】
しかし、これらの組成のために、従来の液体式染毛剤は様々な課題があり、クリーム状が
主流となってきたという経緯もあった。まず、高級脂肪酸や界面活性剤が多く配合されて
いるため十分な染毛力が得られず、その割には地肌が染まりやすいものであった。また、
エタノールやイソプロパノールなどの低級アルコールが多量に配合されているために、そ
の刺激臭が強く、アンモニアなどのアルカリ剤の刺激臭と相まって、染毛中に不快感を感
じることがあった。アンモニアなどの刺激臭は不揮発性アルカリ（アルカノールアミン類
など）への代替により低減させる試みが従来より採られているものの、低級アルコール類
の刺激臭の低減に有効な手だてがないのが現状である。
【０００７】
これらの課題は解決すべく鋭意努力されてきているが、未だに十分満足のいくものはない
。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、上記実情を鑑み鋭意検討を重ねた結果、特定の非イオン界面活性剤とジエチ
レングリコールモノアルキルエーテルを組み合わせることにより、低級アルコール類の刺
激臭をなくし、染毛力及び地肌の汚れ落ちに優れた液状染毛剤第１剤組成物が得られるこ
とを見い出し、本発明を完成するに至った。
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【０００９】
また、組成物の引火点を大幅に高めることができるという効果をも見出すことができた。
【００１０】
すなわち、本発明は、ポリオキシエチレン型非イオン界面活性剤およびジエチレングリコ
ールモノアルキルエーテルを含有し、２５℃における粘度が１～１０００ｃｐｓであるこ
とを特徴とする液体式染毛剤第１剤組成物を提供するものである。以下、本発明の構成に
ついて詳細に説明する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明で用いられるポリオキシエチレン型非イオン界面活性剤としては、ポリオキシエチ
レンと炭素数１２～２５の高級脂肪族アルコールとのエーテルが好ましく、該高級脂肪族
アルコールの有する炭化水素鎖は、直鎖型飽和炭化水素、分岐型飽和炭化水素及び不飽和
炭化水素からなる鎖より選ぶことができる。
【００１２】
ポリオキシエチレンアルキルエーテル型の非イオン界面活性剤のうち、直鎖型の界面活性
剤としては、ポリオキシエチレン（以下、ＰＯＥと略す）ラウリルエーテル、ＰＯＥセチ
ルエーテル、ＰＯＥステアリルエーテル及びＰＯＥベヘニルエーテルなどが挙げられ、分
岐型としては、ＰＯＥイソデシルエーテル、ＰＯＥイソラウリルエーテル、ＰＯＥヘキシ
ルデシルエーテル、ＰＯＥイソステアリルエーテル、ＰＯＥオクチルドデシルエーテル、
ＰＯＥデシルペンタデシルエーテル及びＰＯＥデシルテトラデシルエーテルなどが挙げら
れる。
【００１３】
また、ポリオキシエチレンアルケニルエーテルよりなる非イオン界面活性剤としては、Ｐ
ＯＥオレイルエーテル及びＰＯＥラノリンアルコールなどが挙げられる。
【００１４】
本発明では、これらの中から１種又は２種以上を配合することができる。その配合量は０
．０１～５０重量％であり、０．０１重量％より少ないと、充分な染毛力や堅牢性が得ら
れず、また低温安定性も改善されない。一方、５０重量％を超えても、かえって染毛力や
堅牢性が劣り、経済的ではない。好ましくは０．１～４０重量％で、第１剤と第２剤を混
合した時の混合性と粘性の点で好適である。
【００１５】
これらの非イオン性界面活性剤の中でも特に、分岐アルキル基を有するポリオキシエチレ
ンアルキルエーテルと組み合わせることにより、第１剤組成物の安定性や、第１剤と第２
剤とを混合した時の混合性及びゲル化の状態が良好となり、操作性の優れた組成物を得る
ことができる。
【００１６】
本発明では、ジエチレングリコールモノアルキルエーテルを配合することにより、従来の
組成物にあった、１価低級アルコール由来の刺激臭や不快臭をなくし、かつ十分な染毛力
を得ることができる。ジエチレングリコールモノアルキルエーテルとしては、ジエチレン
グリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレン
グリコールモノプロピルエーテル及びジエチレングリコールモノブチルエーテル等が挙げ
られ、これらの中でも、第１剤組成物に含有される界面活性剤などの他の成分の可溶化力
（ゲル化抑制力）や刺激臭の少ない点でジエチレングリコールモノエチルエーテルが好ま
しい。また、その配合量は０．１～５０重量％であり、好ましくは１～４０重量％である
。０．１重量％より少ないと、十分な第１剤組成物のゲル化抑制力が得られず、５０重量
％を超えても、それ以上効果は上がらない。
【００１７】
さらに、ジエチレングリコールモノアルキルエーテルは引火点が高く、従って、低級アル
コールを配合した場合に比べ、組成物自体の引火点を非常に高くできるため、多量に配合
しても安全性の面で優れていることを見出した。
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【００１８】
本願発明のジエチレングリコールモノアルキルエーテルは、従来の組成物に多量に配合さ
れていた、エタノールやイソプロパノールなどの１価の低級アルコールの替わりに配合す
るものであるが、本願発明の効果を妨げない限り、これら１価低級アルコールを配合する
ことも可能である。
【００１９】
さらに、本発明の組成物に分岐状炭化水素鎖を有する高級アルコールを配合することがで
きる。分岐状炭化水素鎖を有する高級アルコールとしては、２－ヘキシルデカノール、イ
ソステアリルアルコール、２－オクチルドデカノールおよび２－デシルテトラデカノール
などが挙げられる。
【００２０】
これら分岐状高級アルコールを配合することにより、処理後の毛髪の風合いを向上させる
ことができる。そして、その配合量は０．０１～２０重量％であり、好ましくは０．５～
１５重量％である。０．０１重量％より少ないと十分な風合いが得られず、２０重量％を
超えても、それ以上効果は上がらない。
【００２１】
本発明に用いられる酸化染料中間体としては、フェニレンジアミン類、アミノフェノール
類、ジアミノピリジン類及びそれらの塩類等の１種又は２種以上が挙げられる。塩類とし
ては塩酸塩、硫酸塩、酢酸塩等が挙げられる。これらの中でもｐ－フェニレンジアミン、
ｐ－トルイレンジアミン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－ｐ－フェニレンジア
ミン、２－（２’－ヒドロキシエチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－フェニル－ｐ－
フェニレンジアミン、４，４’－ジアミノジフェニルアミン、２－クロロ－ｐ－フェニレ
ンジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－フェニレンジアミン、ｐ－アミノフェノール、ｏ－
アミノフェノール、ｐ－メチルアミノフェノール、２，６－ジクロロ－ｐ－フェニレンジ
アミン、ｐ－アミノフェニルスルファミン酸、２，５－ジアミノピリジン及びそれらの塩
類が効果及び染毛力の点から好ましい。その配合量は通常、第１剤の全重量に対し０．０
１～１５重量％であり、好ましくは０．１～１０重量％である。
【００２２】
カプラーとしては、レゾルシン、ピロガロール、カテコール、ｍ－アミノフェノール、ｍ
－フェニレンジアミン、ｏ－アミノフェノール、２，４－ジアミノフェノール、１，２，
４－ベンゼントリオール、トルエン－３，４－ジアミン、トルエン－２，４－ジアミン、
ハイドロキノン、α－ナフトール、２，６－ジアミノピリジン、３，３’－イミノジフェ
ノール、１，５－ジヒドロキシナフタレン、５－アミノ－ｏ－クレゾール、ジフェニルア
ミン、ｐ－メチルアミノフェノール、フロログルシン、２，４－ジアミノフェノキシエタ
ノール、没食子酸、タンニン酸、没食子酸エチル、没食子酸メチル、没食子酸プロピル、
五倍子、１－メトキシ－２－アミノ－４－（２－ヒドロキシエチル）アミノベンゼン、５
－（２－ヒドロキシエチルアミノ）－２－メチルフェノール及びそれらの塩等を配合する
ことができる。この配合量は０．０１～１０重量％であり、好ましくは０．１～５重量％
である。その他、「医薬部外品原料規格」（１９９１年６月発行、薬事日報社）に収載さ
れたものも適宜、用いることができる。
【００２３】
さらに、直接染料を配合することにより、種々の色調を得ることができる。直接染料とし
ては、タール系色素や天然色素などの公知のものが使用でき、１種又は２種以上を併用し
てもよい。その中でも、ニトロ系染料、アゾ染料、ニトロソ染料、トリフェニルメタン染
料、キサンテン染料、キノリン染料、アントラキノン染料、またはインジゴ染料が挙げら
れる。これらの配合量は、通常０．０１～１０重量％である。具体例としては、ニトロ－
ｐ－フェニレンジアミン、ｐ－ニトロ－ｏ－フェニレンジアミン、ｐ－ニトロ－m－フェ
ニレンジアミン、２－アミノ－４－ニトロフェノール、２－アミノ－５－ニトロフェノー
ル、ピクラミン酸、Ｎ１，Ｎ４，Ｎ４－トリス（２－ヒドロキシエチル）－２－ニトロパ
ラフェニレンジアミン（ＨＣ　Ｂｌｕｅ＃２）、４－〔（２－ニトロフェニル）アミノ〕
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フェノール（ＨＣ　Ｏｒａｎｇｅ＃１）、Ｎ１－（２－ヒドロキシエチル）－２－ニトロ
パラフェニレンジアミン（ＨＣ　Ｒｅｄ＃３）、２，２’－〔（４－アミノ－３－ニトロ
フェニル）イミノ〕ビスエタノール（ＨＣ　Ｒｅｄ＃１３）、Ｎ－（２－ヒドロキシエチ
ル）－２－ニトロアニリン（ＨＣ　Ｙｅｌｌｏｗ＃２）、２－〔〔２－（２－ヒドロキシ
エトキシ）－４－ニトロフェニル〕アミノ〕エタノール（ＨＣ　Ｙｅｌｌｏｗ＃４）、Ｎ
１－（２－ヒドロキシエチル）－４－ニトロオルトフェニレンジアミン（ＨＣ　Ｙｅｌｌ
ｏｗ＃５）、それらの塩及び「医薬品等で使用できるタール色素を定める省令」（昭和４
１年告示、厚生省）により定められた酸性染料で、赤色２号、赤色３号、赤色１０２号、
赤色１０４号の（１）、赤色１０５号の（１）、赤色１０６号、赤色２０１号、赤色２２
７号、赤色２３０号の（１）、赤色２３０号の（２）、赤色２３１号、赤色２３２号、赤
色４０１号、赤色５０２号、赤色５０３号、赤色５０４号、赤色５０６号、黄色４号、黄
色５号、黄色２０２号の（１）、黄色２０２号の（２）、黄色２０３号、黄色４０２号、
黄色４０３号の（１）、黄色４０６号、黄色４０７号、橙色２０５号、橙色２０７号、橙
色４０２号、緑色３号、緑色２０４号、緑色２０５号、緑色４０１号、緑色４０２号、褐
色２０１号、紫色４０１号、青色１号、青色２号、青色２０２号、青色２０３号、青色２
０５号、黒色４０１号等が挙げられる。
【００２４】
アルカリ剤としては、モノエタノールアミン、モノイソプロパノールアミン及び２－アミ
ノ－２－メチルプロパノールなどのアルカノールアミン類、アンモニア、水酸化ナトリウ
ム、水酸化カリウム等必要に応じて配合することができる。
【００２５】
また、本発明の効果を妨げない限り、必要に応じて、前記以外の高級アルコールや非イオ
ン界面活性剤、高級脂肪酸、陰イオン界面活性剤、陽イオン界面活性剤、両性界面活性剤
及び溶剤を配合することができる。
【００２６】
前記以外の高級アルコールとしては、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチ
ルアルコール、ステアリルアルコール、セトステアリルアルコール、アラキルアルコール
、ベヘニルアルコール、オレイルアルコール、リノレイルアルコール、リノレニルアルコ
ール、ラノリンアルコール等が挙げられる。
【００２７】
前記以外の非イオン性界面活性剤としては、ＰＯＥノニルフェニルエーテル、ＰＯＥオク
チルフェニルエーテル、モノラウリン酸ＰＯＥソルビタン、モノオレイン酸ＰＯＥソルビ
タン、モノステアリン酸ＰＯＥソルビタン、モノパルミチン酸ＰＯＥソルビタン、トリオ
レイン酸ＰＯＥソルビタン、モノステアリン酸ＰＯＥグリセリン、モノイソステアリン酸
ＰＯＥグリセリン、モノオレイン酸ＰＯＥグリセリン、モノミリスチン酸ＰＯＥグリセリ
ン、テトラオレイン酸ＰＯＥソルビット、ヘキサステアリン酸ＰＯＥソルビット、モノラ
ウリン酸ＰＯＥソルビット、ＰＯＥソルビットミツロウ、ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒ
マシ油、モノオレイン酸ポリエチレングリコール、モノステアリン酸ポリエチレングリコ
ール、モノイソステアリン酸ポリエチレングリコール、モノラウリン酸ポリエチレングリ
コール、モノオレイン酸グリセリン、モノイソステアリン酸グリセリン、モノオレイン酸
ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタン、トリオレイン酸ソルビタン、モノイソステア
リン酸ソルビタン、モノステアリン酸ソルビタン、モノパルミチン酸ソルビタン、モノラ
ウリン酸ソルビタン、ＰＯＥラノリン、ＰＯＥソルビトールラノリン、水素添加大豆リン
脂質、水素添加卵黄リン脂質、ラウリン酸ジエタノールアミド、オレイン酸ジエタノール
アミド、ヤシ油脂肪酸ジエタノールアミド、ＰＯＥオレイン酸アミド、ＰＯＥステアリン
酸アミド、ショ糖オレイン酸エステル、ショ糖ラウリン酸エステル、ショ糖パルミチン酸
エステル、ショ糖ステアリン酸エステル、ショ糖グリセリド脂肪酸エステル、オレイルジ
メチルアミンオキシド、ジメチルラウリルアミンオキシド、アルキル（８～１６）グルコ
シド等が挙げられる。
【００２８】
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高級脂肪酸としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘニ
ン酸、イソステアリン酸、ヒドロキシステアリン酸、オレイン酸、ウンデシレン酸、アラ
キン酸、アラキドン酸、リノール酸、リシノール酸、ラノリン脂肪酸等が挙げられる。
【００２９】
陰イオン界面活性剤としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸トリエタノールア
ミン、ラウリル硫酸アンモニウム、セチル硫酸ナトリウム、ステアリル硫酸ナトリウム、
ＰＯＥラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ＰＯＥラウリルエーテル硫酸トリエタノールア
ミン、ＰＯＥラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ＰＯＥアルキルエーテル硫酸ナトリウ
ム、ＰＯＥアルキルエーテル硫酸トリエタノールアミン、ＰＯＥアルキルエーテル硫酸ジ
エタノールアミン、ＰＯＥアルキルエーテル硫酸アンモニウム、硬化ヤシ油脂肪酸グリセ
リル硫酸ナトリウム、高級脂肪酸アルキロールアミドの硫酸エステル塩、硫酸化油硫酸化
ヒマシ油、ＰＯＥラウリルエーテルリン酸、ＰＯＥオレイルエーテルリン酸、ＰＯＥセチ
ルエーテルリン酸、ＰＯＥステアリルエーテルリン酸、ＰＯＥアルキルエーテルリン酸、
ＰＯＥアルキルフェニルエーテルリン酸及びそれらの塩（ナトリウム塩、トリエタノール
アミン塩など）、α－オレフィンスルホン酸塩、高級脂肪酸エステルのスルホン酸塩、高
級脂肪酸アミドのスルホン酸塩、ヤシ油脂肪酸メチルタウリンナトリウム、ラウロイルロ
チルタウリンナトリウム、ドデシルベンゼンスルホン酸トリエタノールアミン、スルホコ
ハク酸ナトリウム、スルホコハク酸ラウリル二ナトリウム、ＰＯＥスルホコハク酸二ナト
リウム、ＰＯＥスルホコハク酸ラウリル二ナトリウム、スルホコハク酸ＰＯＥラウロイル
エタノールアミドエステル二ナトリウム、ウンデシレノイルアミドエチルスルホコハク酸
二ナトリウム、ラウロイルサルコシンナトリウムなどのＮ－アシルサルコシン塩、Ｎ－ラ
ウロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム、Ｎ－ステアロイル－Ｌ－グルタミン酸二ナトリ
ウム、Ｎ－ミリストイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウムなどＮ－アシルグルタミン酸塩、
オレイン酸、ステアリン酸、ラウリン酸及びパルミチン酸などのナトリウム塩、カリウム
塩、トリエタノールアミン塩あるいはアンモニウム塩等が挙げられる。
【００３０】
陽イオン界面活性剤としては、例えば、塩化アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ラウ
リルトリメチルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチ
ルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、臭化ステアリルトリメチルア
ンモニウム、臭化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化ジアルキルジメチルアンモニウ
ム、塩化ジセチルジメチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化
ジココイルジメチルアンモニウム、塩化ミリスチルジメチルベンジルアンモニウム、塩化
ステアリルジメチルベンジルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエ
チルジメチルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノエチルトリエチルアンモニ
ウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノエチルジエチルメチルアンモニウム、エチル硫酸
ラノリン脂肪酸アミノエチルトリメチルアンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノ
プロピルトリエチルアンモニウム、メチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノエチルトリメチルア
ンモニウム、メチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エ
チル硫酸イソアルカン酸（１４～２０）アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エ
チル硫酸イソアルカン酸（１８～２２）アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エ
チル硫酸イソステアリン酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム、エチル硫酸イソ
ノナン酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウム及びアルキルトリメチルアンモニウ
ムサッカリンなどが挙げられる。
【００３１】
両性界面活性剤としては、グリシン型両性界面活性剤、アミノプロピオン酸型両性界面活
性剤、アミノ酢酸型界面活性剤、スルホベタイン型両性界面活性剤等が挙げられる。具体
例としては、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニ
ウムベタイン、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ウンデシノイルカルボキシメトキ
シエチルカルボキシメチルイミダゾリニウムベタインナトリウム、ウンデシルヒドロキシ
エチルイミダゾリニウムベタインナトリウム、ウンデシル－Ｎ－ヒドロキシエチル－Ｎ－
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カルボキシメチルイミダゾリニウムベタイン、塩酸アルキルジアミノエチルグリシン液、
ステアリルジヒドロキシエチルベタイン、ステアリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ステ
アリルジメチルベタインナトリウム液、ビス（ステアリル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダ
ゾリン）クロル酢酸錯体、ヤシ油アルキル－Ｎ－カルボキシエチル－Ｎ－ヒドロキシエチ
ルイミダゾリニウムベタインナトリウム、ヤシ油アルキル－Ｎ－カルボキシエトキシエチ
ル－Ｎ－カルボキシエチルイミダゾリニウムジナトリウムヒドロキシド、ヤシ油アルキル
－Ｎ－カルボキシメトキシエチル－Ｎ－カルボキシエチルイミダゾリニウムジナトリウム
ヒドロキシド、ヤシ油アルキル－Ｎ－カルボキシメトキシエチル－Ｎ－カルボキシエチル
イミダゾリニウムジナトリウムラウリル硫酸、ヤシ油アルキルベタイン、ヤシ油脂肪酸ア
ミドプロピルベタイン、ヤシ油脂肪酸－Ｎ－カルボキシメトキシエチル－Ｎ－カルボキシ
エチルイミダゾリニウムベタインナトリウム、ラウリルアミノプロピオン酸トリエタノー
ルアミン、β－ラウリルアミノプロピオン酸ナトリウム、ラウリルＮ－カルボキシメトキ
シエチル－Ｎ－カルボキシメチルイミダゾリニウムジナトリウムドデカノイルサルコシン
、ラウリルジアミノエチルグリシンナトリウム、ラウリン酸アミドプロピルベタイン液等
が挙げられる。
【００３２】
溶剤としては、エタノール、イソプロパノール、プロピレングリコール、ジプロピレング
リコール、１，３－ブチレングリコール、イソプレングリコール、へキシレングリコール
、グリセリン、ジグリセリン、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール等が
挙げられる。
【００３３】
本発明の染毛剤組成物は常法に従って調製でき、その剤型は液状または乳液状である。ま
た、この液状または乳液状の組成物を染毛剤原液とし、噴射剤と共にエアゾール缶に充填
し、エアゾール状の染毛剤第１剤とすることができる。このとき噴射剤は、できれば不燃
性ガスであることが好ましい。
【００３４】
本発明の染毛剤組成物中には、上記成分の他に、通常化粧品分野で用いられる他の任意成
分を本発明の効果を妨げない範囲で加えることができる。このような任意成分としては、
コラーゲン、ケラチン、エラスチン、フィブロイン、コンキオリン、大豆蛋白、カゼイン
、ゼラチン等の蛋白質を酸、アルカリ、酵素等により加水分解した加水分解物、及びこれ
らを４級化したカチオン変性蛋白質等のポリペプタイド；ピロリドンカルボン酸ナトリウ
ム、乳酸ナトリウム、ソルビトール、ヒアルロン酸、尿素等の保湿剤；ヒマシ油、カカオ
脂、ミンク油、アボガド油、ホホバ油、マカデミアナッツ油、オリーブ油等の油脂類；ミ
ツロウ、鯨ロウ、ラノリン、カルナウバロウ、キャンデリラロウ等のロウ類；ミリスチン
酸イソプロピル、ラウリン酸ヘキシル、乳酸セチル、オレイン酸オレイル、２－エチルヘ
キサン酸ヘキサデシル、ミリスチン酸オクチルドデシル等の脂肪酸エステル；ポリエーテ
ル変性シリコーン、アルキル変性シリコーン等のシリコーン誘導体；ベンジルアルコール
、フェネチルアルコール、ベンジルオキシエタノール、Ｎ－メチルピロリドン、Ｎ－エチ
ルピロリドン、エチレンカーボネート、ポロピレンカーボネート等の染色助剤；流動パラ
フィン、固形パラフィン、イソパラフィン、スクワラン等の炭化水素類；パラベン等の防
腐剤；エデト酸二ナトリウム等のキレート剤；フェナセチン、８－オキシキノリン等の安
定化剤；チオグリコール酸、亜硫酸塩、アスコルビン酸等の酸化防止剤；その他、植物抽
出物、生薬抽出物、ビタミン類、色素、香料、顔料、紫外線吸収剤等が挙げられる。
【００３５】
本発明の染毛剤組成物は、使用に際し、通常、過酸化水素、過酸化尿素等を含有する酸化
剤（第２剤）と、重量比で１：０．５～１：５の割合で混合される。ここで、酸化染毛剤
第１剤組成物のｐＨとしては８～１２、特に９～１１の範囲が好ましく、ｐＨが８未満で
は本発明の効果が十分に得られず、１２を超えると頭皮への刺激が強く、実用上使用でき
ない。このｐＨの調整は、例えば塩化アンモニウム、炭酸アンモニウム、炭酸ナトリウム
、炭水素酸アンモニウム、炭酸水素ナトリウム、リン酸アンモニウム、硝酸アンモニウム
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【００３６】
なお、本発明の染毛剤組成物に前記の染料を配合しない場合は、脱色剤として用いること
ができる。
【００３７】
次に、本発明を実施例により更に具体的に説明するが、本発明はその要旨を超えない限り
、以下の実施例に限定されるものではない。
【００３８】
【実施例】
実施例１～３及び比較例１～２（液状染毛剤）
表１に示す組成の実施例１～３及び比較例１～２の液状染毛剤組成物第１剤及び下記に示
す第２剤をそれぞれ常法により調製した。尚、本実施例では、ジエチレングリコールモノ
アルキルエーテルや低級アルコールの刺激臭や不快臭の評価を行うため、アルカリ剤とし
ては通常用いられるアンモニア水の替わりに、臭いのないモノエタノールアミンを用い、
また香料を配合しない組成を処方した。
【００３９】
【表１】
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【００４０】
（第２剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量％
セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．０
ＰＯＥ（１５）セチルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
塩化セチルトリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
塩化アルキル（２２）トリメチルアンモニウム　　　　　　　　　　　０．５
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．０
錫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
ヒドロキシエタンジホスホン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
３５％過酸化水素水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７．０
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
【００４１】
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＜比較試験１＞
実施例１～３及び比較例１～２の第１剤と第２剤とをそれぞれ重量比１：１の割合で混合
し、パネラー１２名の毛髪を頭頂部で左右半分に分けて、片方に実施例１～３を、もう一
方に比較例１～２のいずれかを塗布した。このとき、各パネラーの感じる刺激臭を評価し
た。その後、室温で２０分間放置した後、４０℃の温湯で充分シャンプー洗浄し、乾燥し
、染毛力と地肌の汚れ落ちについて評価した。評価基準を以下に示す。
【００４２】
評価基準
－刺激臭－
○：刺激臭はない
△：わずかに刺激臭がある
×：刺激臭が強い
－染毛力－
○：良い
△：やや悪い
×：悪い
－地肌の汚れ落ち－
○：地肌の汚れがない
△：地肌の汚れが少し残る
×：地肌が染まって、洗っても落ちない
【００４３】
＜比較試験２＞　引火点測定
実施例１～３及び比較例１～２の第１剤原液の引火点を、タグ密閉式引火点測定器により
測定した。結果を表２に示す。
【００４４】
【表２】

【００４５】
表２の結果より、本発明の染毛剤組成物を用いれば、低級アルコールによる刺激臭を低減
させることができ、染毛力及び地肌汚れ落ちに優れ、さらに組成物の引火点を上げること
ができることがわかる。
【００４６】
実施例４（液状染毛剤組成物）
（第１剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量％
ＰＯＥ（２０）イソステアリルエーテル　　　　　　　　　　　　　　８
ＰＯＥ（１０）ヘキシルデシルエーテル　　　　　　　　　　　　　　８
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ＰＯＥ（５）オクチルドデシルエーテル　　　　　　　　　　　　　　６
イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
ＰＥＧ－４００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
オクチルドデカノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
ジエチレングリコールモノエチルエーテル　　　　　　　　　　　　１５
チオグリコール酸アンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
強アンモニア水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
ローズ水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
パラフェニレンジアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
レゾルシン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
２，６－ジアミノピリジン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
塩酸２，４－ジアミノフェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　０．０５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
【００４７】
上記組成の実施例４の液状染毛剤組成物（第１剤）を常法により調製し、前記第２剤と重
量比１：１の割合で混合し、実施例１と同様の試験を行ったところ、実施例１と同様の良
好な結果が得られた。
【００４８】
実施例５（液状染毛剤組成物）
（第１剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量％
ＰＯＥ（２５）デシルペンタデシルエーテル　　　　　　　　　　　　９
ＰＯＥ（７）オレイルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　１３
ＰＯＥ（２）ラウリルエーテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
オレイン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
ＰＥＧ－４００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
オクチルドデカノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ジエチレングリコールモノエチルエーテル　　　　　　　　　　　　２５
チオグリコール酸アンモニウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
強アンモニア水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
アミノエチルアミノプロピルメチルシロキサン　　　　　　　　　　　０．８
・ジメチルシロキサン共重合体
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
塩酸トルエン－２，５－ジアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
パラアミノフェノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．８
５－（２－ヒドロキシエチルアミノ）－２－メチルフェノール　　　　０．３
塩酸２，４－ジアミノフェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　０．０５
【００４９】
上記組成の実施例５の液状染毛剤組成物（第１剤）を常法により調製し、前記第２剤と重
量比１：２の割合で混合し、実施例１と同様の試験を行ったところ、実施例１と同様の良
好な結果が得られた。
【００５０】
実施例６（液状染毛剤組成物）
（第１剤）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重量％
オレイン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
モノエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
ジエチレングリコールモノエチルエーテル　　　　　　　　　　　　２０
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ＰＯＥ（２５）オクチルドデシルエーテル　　　　　　　　　　　　　３
イソステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
ヒドロキシエチルセルロースジメチルジアリル　　　　　　　　　　　０．２
アンモニウムクロリドエーテル
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　量
ＨＣ　Ｂｌｕｅ＃２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ＨＣ　Ｒｅｄ＃３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
【００５１】
上記組成の実施例６の液状染毛剤組成物（第１剤）を常法により調製し、前記第２剤と重
量比１：１の割合で混合し、実施例１と同様の試験を行った。本実施例はいわゆる酸化染
毛剤ではないが、第２剤と混合して適用することにより、毛髪を脱色し、染料により色鮮
やかに染め上げることが出来るものである。その結果、実施例１と同様の良好な結果が得
られた。
【００５２】
【発明の効果】
本発明によれば、低級アルコール類による刺激臭がなく、染毛力及び地肌の汚れ落ちに優
れ、さらに引火点を高めることができ、安全な液体式染毛剤第１剤組成物を得ることがで
きる。
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